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※概要（Summary ）： 

 脳動脈瘤治療デバイスの治療効果向上を目的とし

て，デバイス上へ生理活性物質を固定化し徐放させる

手法の開発を試みた。脂質二重膜からなるリポソーム

へ薬剤を封入することができた。また，デバイス表面

へ薬物担時リポソームを固定化でき，デバイスから薬

物を徐放させることができた。 

 また，類似の手法を用いて生細胞の表面へも薬物担

時リポソームを固定化させることができた。 

 

※実験（Experimental）： 

 リポソームへ生理活性物質を封入し，作製した薬物

担時リポソームの粒径を動的光散乱光度計で測定し

た。得られた薬物担時リポソームを用いて，脳動脈瘤

治療デバイスもしくはヒト血管内皮細胞上へのリポ

ソームの固定化を試みた。 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

 卵黄レシチンから薬物を担時したリポソームを作

製することができた。その粒径は約 140 nmであった。

ポリエチレングリコール（PEG）をスペーサー層とし

て脳動脈瘤治療デバイスの材料である白金表面へ薬

物担時リポソームを固定化したところ，リポソームの

形状を保持したまま白金表面へ固定化することがで

きた。薬物担時リポソームを固定した白金表面からの

薬物徐放を調べたところ，2-3 時間かけて薬物が徐放

されることが分かった。 

 また，上記と類似の方法を用いて薬物担時リポソー

ムをヒト臍帯静脈血管内皮細胞表面へ固定化するこ

とができた。その後の時間経過と共にリポソームは細

胞内部へと取り込まれることが分かり，細胞内部で作

用する薬物をリポソーム内へ封入することで，細胞内

の酸化を抑制することができた。 

 

※その他・特記事項（Others）： 

 リポソーム内への薬物封入量およびリポソームから

の薬物徐放期間を制御するため，様々なリポソーム作製

方法，薬物封入方法を試みる必要がある。 
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